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２０１８年１２月２１日  

日本生命保険相互会社 

 

 

日本生命保険相互会社（社長：清水博、以下「当社」）は、２０１９年４月１日から、特定非営利

活動法人りすシステム（代表理事：杉山歩、以下「ＮＰＯりすシステム」）が提供する当社契約者

向けサービス「ＧｒａｎＡｇｅ
グ ラ ン エ イ ジ

 Ｓｔａｒ
ス タ ー

 ～老後も、その後も、自分らしく。～」（以下「当サービス」）

を開始します。 

 

１．目的と経緯 

当社は、「人生１００年時代」を生きるお一人おひとりが「安心して・自分らしく」過ごすことが

できる社会づくりをサポートするため、『Ｇｒａｎ
グ ラ ン

 Ａｇｅ
エ イ ジ

 プロジェクト』を推進しており、シニアの

お客様に寄り添った様々な取組を推進しています。 

 

また、２００６年から東京大学高齢社会総合研究機構（ＩＯＧ）や株式会社ニッセイ基礎研究所の

協力のもと、ジェロントロジーの考え方を日本に根付かせる活動を進めてまいりました。 

 

今般、高齢化の進展や家族構成の変化等を背景に高齢者のみ世帯が増加している状況をふまえ、

高齢化社会におけるお一人おひとりの不安や要望に応え、更に社会課題を解決する仕組み作りとして、

２０１９年４月からシニアのお客様向けの新サービスを開始します。 

 

今後も「人生１００年時代のベストサポーター」として、引続き、シニアのお客様向け商品・

サービスを拡充し、高齢社会の様々な課題の解決に努めてまいります。 

 

２．サービスの概要 

当サービスは、ＮＰＯりすシステムが提供する「身元引受保証」「日常の生活支援」「任意後見」

「葬儀や納骨等の亡くなった後の対応」に、定期的な見守電話や健康介護・マネー相談、特別

企画付シニア旅行のご案内等を提供する「暮らしのサポートデスク」を付加した有償サービスです。

このように全てパッケージされたサービスのご紹介は、国内生命保険業界初（２０１８年１２月

時点、当社調べ）となります。 

 

当社は、ご契約者への紹介を行い、サービスを利用するにはＮＰＯりすシステムと契約する必要

があります。 
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「Gran
グ ラ ン

 Age
エ イ ジ

」は、「雄大・壮大」という意味を持つ Grand（フランス語読みで「グラン」）と「年齢や時代」を表す Age（エイジ）を

組合せた当社の造語です。「Gran
グ ラ ン

Age
エ イ ジ

 Star
ス タ ー

」という名称には、シニアのお一人おひとりが主役となり、人生 100 年時代を輝い

て過ごしていただきたいとの想いを込めています。 

 

当面は、主に多摩ニュータウン周辺の多摩市・立川市・日野市等にてご契約者向けにご案内し、

順次ご案内するエリアを拡大していく予定です。 

 

なお、サービスを提供するＮＰＯりすシステムとは、「最後まで自分らしく生き、自己責任で  

死の準備をするシステムの提供を通し、『生きているとき』から『万一、判断能力をなくしたとき』、

そして『死を迎えたとき』までを一貫してサポートする」との理念に共感し、協業が実現しました。 

 

また、「暮らしのサポートデスク」サービスの中での特別企画付きシニア旅行等のご案内にあたっては、

「お客様の人生に最期まで寄り添いサポートしたい」との想いから、旅行業だけでなく終活事業

にも精力的に取組んでいるクラブツーリズム株式会社とも想いを共にしています。 
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＜東京大学高齢社会総合研究機構 秋山弘子 特任教授 コメント＞ 

 ※当社から秋山弘子特任教授に依頼し執筆いただいたものです。 

 

 

 

 

 

＜公益社団法人 全国消費生活相談員協会 増田悦子 理事長 コメント＞ 

 ※当社から増田悦子理事長に依頼し執筆いただいたものです。 

 

 

 

 

＜NPO りすシステムの概要＞ 

１．名称 
特定非営利活動法人りすシステム 

(Liss＝「Living・Support・Service」 システムの略) 

２．設立 1993年 

３．主な事業内容 

①これまで家族が担ってきた日常生活支援 

②介護施設や賃貸住宅の入居保証 

病院等の入院・手術の付き添いや身元引受保証 

③任意後見契約・法定後見人の受託 

④死後に発生する仕事や事務処理の引受 

４．所在地 東京都千代田区九段北１丁目４番５号ー５階 

５．代表理事 杉山歩 

日本の“家族の形”は 20 世紀後半から現在にかけて変化してきました。三世代で暮らす世帯は少なく 

なり、“おひとりさま”の単身世帯が増えてきました。その単身世帯の多くは高齢者です。家族がいない、  

そばにはいない高齢者が増えてきています。一方で、その高齢者の多くは、たとえ独りになっても“自分らしく”

最期まで自立して暮らしていきたいと考えています。家族を含めて他人に迷惑をかけずに暮らし続けたいと

考える高齢者も非常に多いです。そうした思いを満たし、最期まで安心を確保するには、いざとなったときの

ことを含めて「家族の役割」を担ってくれる社会的サポートが求められています。「GranAge
グ ラ ン エ イ ジ

 Star
ス タ ー

」は、こう

した高齢者のニーズに応える画期的なサービスだと思います。人生 100年時代、未来社会に極めて重要

で必要な時代が要請したサービスと考えます。 

高齢社会に突入し、医療機関における身元保証サービスや生活支援、死後事務等に関するサービスを

必要とする高齢者は、今後益々増えると思われます。しかし、今までにないサービスが多く、事業者の信頼

性やサービスの質、価格の妥当性等に不安があります。また、契約時や実際にサービスを受ける際に、 

当事者である高齢者が適切な判断ができるかという問題もあり、消費者から信頼されている企業による、

安全安心なサービスの提供が望まれます。これまでに培った消費者からの信頼に応えるサービスを期待  

しています。 
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（ご参考）ジェロントロジーの考え方に基づいた『Ｇｒａｎ
グ ラ ン

 Ａｇｅ
エ イ ジ

プロジェクト』４つのコンセプト 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ジェロントロジーでは、「高齢期の生活課題（経済面・身体面等）の解決に努め、高齢者の生活の質

（QOL：Quality of Life）を向上させること」と「加齢に価値と希望を持てるようにすること」

が重要とされています。当社は、お一人おひとりの「人生１００年時代」をより豊かで明るいもの

にしていただくため、ジェロントロジーの考え方をふまえ、“ゆとり”“元気”“幸せ”“楽しむ”

の４つのコンセプトを設定しています。 

 

 

■『Ｇｒａｎ
グ ラ ン

 Ａｇｅ
エ イ ジ

 プロジェクト』の具体取組について 

４つのコンセプトに基づいて、魅力的な商品・サービスの開発に加え、全国約５万名の営業職員を

中心としたフェイス・トゥ・フェイスの強みをいかし、地域社会への貢献活動等も積極的に進めて

います。今後も、シニアのお客様に寄り添った様々な取組を通じ、“明るい”長寿時代をサポート

してまいります。 

 

～ジェロントロジー（Gerontology）とは～ 

AGING（加齢・高齢化）が研究テーマであり、加齢に伴う心身の変化を研究し、高齢社会に起こる

個人と社会の様々な課題を解決することを目的とした学問で、加齢学や高齢社会総合研究とも  

訳されます。 

AGING に関するすべての研究を包含するため、ジェロントロジーが取扱う研究範囲は極めて広く、

医学、看護学、理学、工学、法学、経済学、社会学、心理学、倫理学、教育学等のあらゆる専門     

分野が含まれることになります。 

総合研究機構（IOG）やニッセイ基礎研究所の協力のもと、 

ジェロントロジーの考え方に基づき、様々な取組みを推進して 

います。 
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上記以外の具体取組につきましても、『Ｇｒａｎ
グ ラ ン

 Ａｇｅ
エ イ ジ

 プロジェクト』ホームページでご紹介

しています。是非ご覧ください。 

URL:https://www.nissay.co.jp/kaisha/granage_pj/index.html 

 

以 上 

２０２３－２１３２Ｇ，広報部 

http://www.nissay.co.jp/kaisha/granage_pj/index.html

